
高梁市備蓄計画概要 

【備蓄の考え方】 

・災害時の物資の確保は、自助・共助・

公助で行うものとし、家庭内備蓄、地域

備蓄、公的備蓄のほか、流通備蓄、救援

物資を加えて対応。 

・公的備蓄は自助、共助による物資の確

保を補完。 

・公的備蓄は発災から 6 時間~3 日間まで

を想定して備蓄目標を策定。 

・支給対象者は、平成 30 年 7 月豪雨の

避難者割合（人口の９％）を想定。 

 

【備蓄品目】 

・県備蓄計画等を考慮し、食料及び水、

生活必需品、資機材で 30 品目を選定。 

・食料については食物アレルギーを考

慮し、アレルギー特定原材料等を含ま

ないものを 10％以上備蓄。 

・市民へ Web アンケートを実施し意見

を反映（ex:ベビーフード、アルミシー

トの備蓄等）。 

 

【配備基準】 

・備蓄物資を効率的に支給運搬するため集中備蓄と分散

配備を行います。 

・食料及び水については 1 日分を基準に配備基準を策定

した。 

食料及び水 

アルファ化米、クラッカー アルファ化米（おかゆ） ベビーフード 

液体ミルク、粉ミルク 水  

生活必需品 

紙コップ（哺乳瓶代用品） 紙おむつ（子供用） おしりふき（子供用） 

紙おむつ（大人用） 生理用品 毛布・アルミシート 

タオルケット トイレットペーパー ウェットティッシュ 

マスク 消毒用アルコール  

資機材等 

簡易トイレ 簡易トイレ用排便収納袋 懐中電灯 

カセットコンロ カセットガス 簡易ベッド 

簡易間仕切り ブルーシート 投光器 

発電機 発電機用カセットガス 蓄電池 

 


